
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然
の
け

が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。そ
れ
ら
の
症
状
の
中
で
も「
心
肺
停
止
」

は
緊
急
を
要
す
る
状
態
で
す
。
そ
ん
な
と

き
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
も
、
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
家
族
や
友
人
が
心
肺
蘇
生

法
な
ど
の
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
住
民
に
よ
り
心
肺
蘇
生
法

が
行
わ
れ
た
場
合
の
生
存
率
や
社
会
復
帰

率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
家
族
や
友
人
の
命
を
守
る
た

め
、
一
度
、
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

消
防
署
で
は
、
人
形
を
使
用
し
て
、
実

際
に
人
工
呼
吸
や
、
胸
骨
圧
迫
法
、
さ
ら

に
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
・

電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
体
験
し
て
学
べ
る
講

習
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
申
し
込
み
必

要
、
受
講
料
無
料
）。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ

ば
、お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
心
肺
蘇
生
法
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

総務省消防庁
「一般市民向け

応急手当て
WEB 講習」

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

義
務
設
置
で
す

 

有
田
川
町
火
災
予
防
条
例

有
田
川
町
消
防
本
部
で
は
、
町
内
の
す

べ
て
の
住
宅
に
対
し
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
の
全

国
標
本
調
査
の
結
果
、
有
田
川
町
内
で
条

例
通
り
設
置
で
き
て
い
る
の
は
75
．
５
％

で
あ
り
、
町
内
で
４
件
に
１
件
が
設
置
で

き
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家

族
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
必
ず
設
置
し
、
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

  

10
年
経
っ
た
ら
取
り
替
え
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と

電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
で
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、交
換
が
必
要
で
す
。
交
換
の
目
安
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
か
ら
10

年
で
す
。

ま
た
、
10
年
が
経
過
し
て
い
な
く
て
も

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
「
い
ざ
」
と
い
う

と
き
に
正
常
に
作
動
す
る
よ
う
、
定
期
的

に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。点
検
方
法
は
、

ボ
タ
ン
を
押
す
・
ひ
も
を
引
く
な
ど
、
取

扱
説
明
書
に
従
い
、
簡
単
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

火
災　
…　
1
件

救
急　
…　
3
0
2
件

救
助　
…　
1
件

（
令
和
2
年（
2
0
2
0
年
）3
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
件
数

心
肺
蘇
生
法

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
自
動
車

は
、
消
火
活
動
や
傷
病
者
の
搬
送
な
ど
、

緊
急
性
の
高
い
業
務
を
行
う
た
め
、
一
刻

も
早
く
災
害
現
場
や
医
療
機
関
に
到
着
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
自
動
車
が
よ
り
安
全
、
迅
速
に
通

行
す
る
た
め
に
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
緊
急
自
動
車
が
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
走
行
し
て
き
た
場
合
に
は
、
周
囲

の
状
況
に
注
意
し
な
が
ら
速
や
か
に
進
路
を

譲
っ
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
緊
急
通
行

が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
だ
よ
り

緊
急
通
行
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を

住宅用火災警報器の効果

平成28年（2016年）から平成30年（2018
年）までの 3年間における失火を原因とした
住宅火災について、住宅用火災警報器の効果
を分析したところ、住宅用火災警報器を設置
している場合は、設置していない場合に比べ、
死者の発生は 4割減、焼損床面積と損害額は
約半分になりました。
このことから、住宅用火災警報器を設置す
れば、火災発生時の死亡リスクや損失の拡大
リスクが大幅に減少することが分かります。

出展：総務省消防庁「消防の動き」　平成 26 年（2014 年）12 月号

412広報ありだがわ　2020.5


